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第 35 回関東・甲信越⽀部総会 総会⻑挨拶 
三井記念病院 臨床検査部 ⾦⼦ 誠 

 

第 35 回 ⽇本臨床検査医学会 第 35 回関東・甲信越⽀部総会の開催させていただくこと

になりました．ご参加いただく皆様 にとりまして有意義な総会になるように関係者⼀同努める所存

でございます． 

今回の総会の開催形式について，現地開催として対⾯形式で実施することに加えて，気軽に

多くの⽅々にご参加いただけるように，これまでと同様に Web 開催（オンデマンド配信）は継続し

て⾏い，ハイブリッド⽅式で開催することといたしました．本会を開催するにあたり，ご講演いただく

先⽣⽅，ご協賛いただきました各企業の⽅々，またご協⼒いただきました先⽣⽅，スタッフの皆様

には本当にいろいろな点でご尽⼒いただきましたことに改めて深く感謝申し上げます． 

本総会のテーマは，「これからの臨床検査」として特別講演，シンポジウムを編成致しました．

⼈⼯知能（AI: Artificial intelligence）はさまざまな分野で活⽤が進んでおり，医療領域に

おいても⼤変注⽬されております．本会では，AI 技術を⽤いた検査法で活躍されている東京⼤

学医学部附属病院 検査部の佐藤雅哉先⽣にご講演を賜ります．また，シンポジウム 1 では臨

床検査技師に求められる認知症への対応について，またシンポジウム 2 では，運動器領域におけ

る超⾳波検査として関節エコー検査を取り上げて 4 名の演者の先⽣⽅にお話して頂く予定です．

私を含めて会員の皆様が，AI を⽤いた臨床検査，認知症や関節エコー検査について，より⾝近

に感じられる機会になればと考えています． 

表紙は，盛会裏に終了しました第 12 回⽇本臨床検査医学会特別例会の冊⼦の表紙を踏襲

し，機関誌である⽇本臨床検査医学会誌のような図案にさせていただきました．学会にご許可を

いただいた後に，宇宙堂⼋⽊書店 ⼋⽊秀志様にご助⼒いただいて作成致しました．本⽀部総

会の各ご講演に関して，私⾃⾝は本当に楽しみにしておりますが，ご参加いただく皆様にも有意

義な情報共有の場，新しい発⾒の糧となれば幸いです．ご参加を⼼よりお待ちしております． 
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会場への交通アクセス 
会 場︓ 三井記念病院 外来棟 7 階会議室 
〒101-8643 東京都千代⽥区神⽥和泉町 1 番地 

                   https://www.mitsuihosp.or.jp/about/access/ 

 
 
⼊院棟 1 階     休⽇のために，⼊院棟 中庭⼝から⼊り，外来棟へ（地図の★） 
 
 

 

下記 ⼊院棟 1 階 の拡⼤図参照 
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1 階（外来棟）  エレベーターで 7 階へ 

 
 
 
7 階会議室（講堂） 

 

⼊院棟から 



 4 

開 催 概 要 
  
名 称︓ ⽇本臨床検査医学会  第 35 回関東・甲信越⽀部総会 
会 期︓ 2023 年 11 ⽉ 3 ⽇（⾦）『⽂化の⽇』 12︓40 〜17︓25 
会 場︓ 三井記念病院 外来棟 7 階会議室 
総会⻑︓ ⾦⼦ 誠（三井記念病院 臨床検査部 部⻑） 
 
■参加登録  

- 参加登録期間 

クレジット決済: 2023 年 9 ⽉ 25 ⽇（⽉）〜12 ⽉ 10 ⽇（⽇）まで 

※お⽀払い⽅法はクレジットカード決済です． 

- 参加費 

学会員 1,000 円、⾮会員 2,000 円、学⽣・研修医 無料  

- 参加登録・参加⽅法のご案内 

 参加登録は，下記の⽇本臨床検査医学会 ⽀部総会・⽀部例会の HP からお申し 

 込み下さ い． 

 学⽣（⼤学院⽣）・研修医の⽅は，証明書類を HP からのお申し込み時に添付にて 

 ご提出ください． 

■参加⽅法  

現地参加・オンデマンド配信視聴ともに，オンラインでの「参加登録」をお願いします． 

- ◆ 現地参加  

現地で参加される⽅は，「事前参加登録」をお済ませの上，参加登録マイページに表

⽰される参加証 PDF をご持参ください． 

抄録（冊⼦）は，現地参加の⽅に配布します． 

PDF は，⽇本臨床検査医学会 ⽀部総会・⽀部例会の HP からダウンロード可です． 

  ⽇本臨床検査医学会 ⽀部総会・⽀部例会の HP 

  https://www.jslm.org/branches/assembly/index.html 

 ※幹事会を会場で実施するため，⼀般会員の会場⼊場は 12:40 以降となります． 

  また現地参加に関しては，会場のキャパシティから上限が 70-80 名程度となります． 
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- 現地参加と単位取得⽅法 

 現地参加の⽅は，現地で発⾏いたします． 

 （開始後 15 分以内に⼊室、終了前 15 分 以降に退室が必須です） 

- ◆ オンデマンド配信 

オンデマンド配信予定（2023 年 11 ⽉ 13 ⽇（⽉）〜12 ⽉ 10 ⽇（⽇）） 

オンデマンド視聴の参加ご希望者は 12⽉10⽇（⽇）まで申し込み可能です． 

※⼊⾦確認後に，視聴アクセス情報をお送りします．配信期間にご注意ください． 

- オンデマンド視聴と単位取得⽅法 

⽇本専⾨医機構認定基本領域臨床検査専⾨医更新のための講習単位について  

以下の各セッションへのご参加・ご視聴により 「臨床検査領域講習」 1 単位 の取得

が可能です． 

   特別講演 / シンポジウム 1 / シンポジウム 2 
 

【事務局】 三井記念病院臨床検査部 ⽯崎 ⼀穂 

〒 101-8643 東京都千代⽥区神⽥和泉町 1 番地 

TEL︓03-3862-9111（PHS5852） 

E-mail: ishizaki@mitsuihosp.or.jp 
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プ ロ グ ラ ム 

 

11︓40 〜 12︓40   

 幹事会 （三井記念病院 外来棟 7 階会議室 + オンライン併⽤の ハイブリッド会議） 
 ※（幹事会を会場で実施するため），⼀般会員の会場⼊場は 12︓40 以降となります． 
 

12︓40 〜 12︓45   

 開場 

 総会⻑挨拶  ⾦⼦  誠 

12︓45 〜 13︓00   

 幹事会報告  東⽥ 修⼆ ⽀部⻑ 

    

13︓00 〜 14︓00  （発表 50 分 質疑応答 10 分）  

 特別講演    テーマ︓ これからの臨床検査 

座⻑    三井記念病院臨床検査部  ⾦⼦   誠 

 臨床検査と AI       

  東京⼤学医学部附属病院 検査部     佐藤   雅哉 

 

14︓00 〜 14︓10  

 休憩 

 

14︓10 〜 15︓50 

 シンポジウム 1   テーマ︓認知症に関する臨床検査技師の貢献   

座⻑    三井記念病院臨床検査部  松熊  美千代  

  14︓10 〜 15︓00  （発表 40 分 質疑応答 10 分） 

① 認知症関連検査の現状と今後の展望    

  ⿃取⼤学医学部 保健学科⽣体制御学講座      河⽉   稔 

  

  15︓00 〜 15︓50  （発表 40 分 質疑応答 10 分） 

② 臨床検査技師の教育カリキュラムの変更と今後の展望  

  ⼀般社団法⼈ ⽇本臨床衛⽣検査技師会専務 理事   深澤   恵治 
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15︓50 〜 16︓00  

 休憩 

 

16︓00 〜 17︓20  

 シンポジウム 2   テーマ︓⾎友病性関節症に対する超⾳波検査の現在 

座⻑    三井記念病院臨床検査部  ⽯崎   ⼀穂 

  16︓00 〜 16︓50  （発表 40 分 質疑応答 10 分） 

① ⾎友病診療において関節超⾳波ができること   

  東京医科⼤学病院 臨床検査医学科    近澤   悠志 

   16︓50 〜 17︓20  （発表 40 分 質疑応答 10 分） 

② ⾎友病性関節症の超⾳波検査     

  三井記念病院 臨床検査部     ⽯崎   ⼀穂 

 

17︓20 〜 17︓25  閉会の⾔葉  ⾦⼦ 誠  

  

 

注意事項︓   

※今回は午前中の RCPC はありません． 

※特別講演・シンポジウム 1・シンポジウム 2 は，各々，「⽇本専⾨医機構基本領域 臨床検

査専⾨医更新のための臨床検査領域講習 1 単位」に認定されています． 

※幹事会は，三井記念病院 外来棟 7 階会議室 で⾏いますが，オンライン（web 会議）

でも参加可能です． 
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抄   録 

 

 

特 別 講 演 

シ ン ポ ジ ウ ム 1 認知症に関して 

シ ン ポ ジ ウ ム 2 ⾎友病性関節症の超⾳波検査について 
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特 別 講 演 

臨床検査と AI 

東京⼤学医学部附属病院 検査部 佐藤雅哉 
 

深層学習 (ディープラーニング)の登場により，近年⼈⼯知能 (Artificial Intelligence; AI)

や機械学習 (Machine Learning; ML)といった技術が注⽬を集めている．本技術が可能にし

た⼈間の知的活動のコンピューター上での再現により，従来は知的活動を⾏う⼈間のみに可能で

あると考えられていた⾞の運転などの活動がコンピューター上で実現され，知的活動を必要とする職

業の⼀部が代替され始めている．機械学習の応⽤は，部分的にではあるが実臨床における医師

の思考過程の模倣をも可能とし，医療分野においても近年様々な試みが⾏われている． 

医療分野における機械学習の応⽤は，画像分野を中⼼に進んでいるが，実際の医療現場に

おける診断プロセスにおいては，画像に加えて患者背景や検査値などの情報が統合されるケースが

多く存在する．実臨床においても多モダリティ (検査値や画像など)のデータが⽇々蓄積されており，

画像と数値など異なる種類のデータを同時に学習できる「マルチモーダル深層学習（マルチモーダル

AI）」が次の有⼒な新規技術として医療分野への応⽤・実⽤化が期待されている．本講演では，

画像情報に診療情報を統合することにより精度を向上させたマルチモーダル AI の応⽤事例を含め，

医療現場における臨床検査と AI の融合について述べる． 

 

 

 

 

 

 

 

 



 10 

シ ン ポ ジ ウ ム 1 認知症に関して① 

認知症関連検査の現状と今後の展望 

 
⿃取⼤学医学保健学科⽣体制御学講座 河⽉ 稔 

 

 団塊の世代の⽅々が 75 歳以上の後期⾼齢者になる 2025年には⾼齢者の約 5⼈に 1⼈が

認知症という割合になると推計されている．認知症は⾼齢者が多く来院する医療現場において遭

遇する可能性が⾼い⾝近でありふれた疾病である． 

 認知症の代表的な原因疾患としてはアルツハイマー型認知症，⾎管性認知症，レビー⼩体型

認知症，前頭側頭型認知症が知られている．他にも原因となる疾患は数多くあり，原因疾患に

より症状が違えば，診断の⽅法も異なる．認知症疾患診療ガイドライン 2017（医学書院）に

は，認知症の臨床診断は病歴聴取と⾝体的および神経学的診察が重要であり，認知機能検

査，形態画像検査，脳機能画像検査，⾎液・脳脊髄液検査などを⾏い，認知症の病型診

断を⾏うと記載されている．鑑別診断のために既に多くの確⽴された検査が⽤いられているが，病

態把握のための新たな検査法や他領域で活⽤されている検査法の適⽤可能性を検討する研究

も盛んに⾏われている．また，昨今，アルツハイマー型認知症の病因蛋⽩と考えられているアミロイ

ドβ蛋⽩を標的とする疾患修飾薬の第Ⅲ相臨床試験において主要評価項⽬を統計学的に有意

な結果をもって達成したというニュースが話題となっている．抄録作成時の 2023 年 7 ⽉時点にお

いて，アミロイドβ蛋⽩の測定は⾎液・脳脊髄液検査および画像検査いずれも保険適⽤となってい

ない．しかし，疾患修飾薬が上市されれば，おのずと対象者選定のために治療薬が標的とする

蛋⽩質を測定するための検査が必要となる．今後，検査の重要性が益々強調されると共に，各

医療施設において検査体制や精度保証体制の構築が求められると考える． 

 以上のように，認知症診療は⼤きな転換期を迎えている．本シンポジウムでは現在活⽤されて

いる，⼜は研究されている検査に加えて，今後の実臨床に導⼊される可能性が⾼い検査につい

て，臨床検査技師の視点から紹介したいと考えている． 
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シ ン ポ ジ ウ ム 1 認知症に関して② 

臨床検査技師の教育カリキュラムの変更と今後の展望 

⼀般社団法⼈ ⽇本臨床衛⽣検査技師会 専務理事 深澤 恵治 
 
国⺠の医療へのニーズの増⼤と多様化，チーム医療の推進による業務の拡⼤など，臨床検査

技師を取り巻く環境が変化するとともに，求められる役割や知識等も変化している．これらの臨床

検査技師を取り巻く環境の変化に対応するため，養成施設の教育内容の⾒直しや臨地実習の

充実等による臨床検査技師の質の向上が求められた結果，厚⽣労働省（以下厚労省）にお

いて令和 3 年 3 ⽉ 31 ⽇付にて臨床検査技師等に関する法律施⾏令，臨床検査技師学校

養成所指定規則の⼀部を改正する省令の交付(⽂部科学省⾼等教育局⻑，厚⽣労働省医

政局⻑)並びに臨床検査技師養成所指導ガイドライン(厚⽣労働省医政局⻑通知)が発出され

た．この中では臨地実習施設での実施⽅法や指導する期間等の標準化についての記述が盛り込

まれた「臨床検査技師臨地実習指導者講習会の開催指針」も⽰されたところである．変更の⼤

きな点は，総単位数としては 95 単位から 102 単位への増加や，臨地実習に関しても従来の臨

床検査技師養成指定校と承認校において指定単位数に差があった点も，どちらも⼀括して12単

位を学ぶことと改訂された．また，臨床参加型実習の観点から「学⽣に必ず実施させる⾏為」及

び「必ず⾒学させる⾏為」と「実施させることが望ましい⾏為」が規定されたこと，⼈員の配置として

全臨地実習施設においては必ず 1 名以上の「臨地実習指導者講習会」を受講した「臨地実習

指導者」の配置が義務付けられた．もちろん今回のカリキュラム変更には認知症患者への対応や

在宅医療への関与も求められている内容となっており臨床検査技師に求められる役割もさらに変化

していくことが考えられる．⼀⽅で厚労省からは「様々な検証も踏まえ，新カリキュラムの適⽤から 5

年を⽬処として，新たな⾒直しの必要性についての検討を⾏う」との報告もあり，当会としては新

たな教育カリキュラムの改変に向けて動きを始めたところである． 
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シ ン ポ ジ ウ ム 2 ⾎友病性関節症の超⾳波検査について① 

⾎友病性関節症の早期発⾒のために 

-関節エコー検査が役⽴つ可能性- 

東京医科⼤学 臨床検査医学分野 近澤 悠志 
 

 ⾎友病は先天的に⾎液凝固第 VIII 因⼦或いは第 IX 因⼦が低下または⽋乏しており出⾎傾

向を伴う遺伝性の疾患である．第 VIII因⼦の低下または⽋乏が⾎友病 A，第 IX因⼦の低下

または⽋乏が⾎友病 B と分類され，令和 4 年度の⾎液凝固異常症全国調査では，⾎友病 A

が 5,776⼈，⾎友病 B が 1,294⼈と報告されている． 

 ⾎友病の出⾎部位は多岐に渡るが，患者の Quality of Life (QoL)に最も影響を与える合

併症の⼀つに⾎友病性関節症がある．関節内出⾎を繰り返し，適切な治療が施されないと，

関節が変形・拘縮し，関節の疼痛や可動域制限が⽣じてしまう．この病状の進⾏をいかに早期

に⾷い⽌めるかが重要となる． 

 関節評価において簡便な画像診断ツールの⼀つに関節 X 線検査があり，多くの医療機関で普

及しているが，⾻変形は detect できるものの，軟部組織の状態を細かく評価することができない．

⾻変形は既に不可逆な変化とされるため，関節症の早期発⾒という⽬的においては⼼許ない検

査となってしまう．軟部組織の評価を⾏えるという意味では，関節 MRI 検査も期待される．しか

しながら，早期の関節症を detect する年齢層としては，⼩児が最も意義深いが，MRI 撮影は

狭い空間で⻑時間安静を保つ必要があり，⼩児では鎮静を要する場合も多いとされる．また，

検査枠も豊富でない場合が多い． 

 そこで，関節軟部組織が評価でき，検査そのものが⼿軽に⾏えるという点において，関節エコー

検査に注⽬が集まっている．機械の性能や実施者の技量の差によって⽣じる検査感度・特異度

の違いなど克服すべき問題はあるが，治療介⼊が望ましい画像所⾒を明らかにし，その情報を共

有していくことで，関節エコー検査が少しでも⾎友病診療の底上げに繋がることを期待し，本セミナ

ーに臨みたいと考えている． 
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シ ン ポ ジ ウ ム 2 ⾎友病性関節症の超⾳波検査について② 

⾎友病性関節症の超⾳波検査 

三井記念病院 臨床検査部 ⽯崎⼀穂 

【はじめに】 
  超⾳波検査診断装置の画質向上に伴い，運動器領域における超⾳波検査も急速に発展し
ている．家族性⾼コレステロール⾎症診断にアキレス腱超⾳波検査を施⾏し，関節リウマチ領域
では関節包の肥厚と滑膜内の⾎流情報からグレード分類も⾏っている．⾎友病性関節症診療に
おいて画像による関節症の評価は重要であり，⾮侵襲的で簡便な超⾳波検査が注⽬されてい
る．今回は超⾳波検査による⾎流病⽣関節症の検査法に関して解説する． 

【検査前の準備】 
  装置のプリセットは，⽅位⽅向のつながりが良く⽐較的コントラストの強い，運動器⽤のプリセッ
トを使⽤する．関節リウマチや野球肘検診⽤のプリセットを使⽤すると良い． 
視野深度は 2.0〜2.5 cm に設定する． 
表在⽤の⾼周波リニア型プローブを使⽤し，エコーゼリーは硬いゼリーを使⽤する． 
肘関節の関節には採⾎台などを利⽤し，膝関節と⾜関節はベッド上で⾏う． 

【観察する関節と観察のポイント】 
  観察する関節は，左右の肘関節，膝関節，⾜関節の合計 6関節で，それぞれ多⽅向から
観察する．評価のポイントは滑膜炎の有無と⾻破壊の程度である．⾻破壊の状態は B モード法
で⾏うが，滑膜炎の評価は B モード法による滑液包と関節内貯留物の有無の評価とパワードプラ
法による⾎流評価がある．今回は，Ｂモード法のスタンダードな検査法である「HAED-US︓
Haemophilia Early Arthropathy Detection with Ultrasound」について解説する． 
 ①肘関節の検査⽅法 
  肘関節は伸展位で前⽅から⻑軸（縦断）像，短軸（横断）像，と軽度屈曲位で後⽅か
ら⻑軸像で観察する． 
 ②膝関節の検査⽅法 
  膝関節は軽度屈曲位で膝関節上の嚢膝蓋⾻近位部⻑軸（縦断）像と，膝蓋⾻内側，
外側から短軸（横断）像で観察する． 
 ③⾜関節の検査⽅法 
  ⾜関節はやや底屈位で前⽅から⻑軸（縦断）像，短軸（横断）像を観察し，内側と外
側から距⾻を中⼼に関節を観察する． 

【まとめ】 
  超⾳波検査による⾎流病⽣関節症の評価の有⽤性は⾼く，今後全国的な普及が必須だと
考えている． 
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広  告  企  業 
 

アボットメディカルジャパン合同会社 

アレクシオンファーマ合同会社 

株式会社 LSI メディエンス 

キャノンメディカルシステムズ株式会社 

KM バイオロジスク株式会社 

セラビジョン・ジャパン株式会社 

中外製薬株式会社 

ニプロ株式会社 

ノボ ノルディスク ファーマ株式会社 

藤森⼯業株式会社 

アイ・エル・ジャパン株式会社 

ＧＥヘルスケア・ジャパン 

塩野義製薬株式会社 

ＤＳメディカル株式会社 
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効能又は効果、用法及び用量、警告・禁忌を含む注意事項等情報等については電子添文を
ご参照ください。

HI 点滴静注 300mg/3mL
HI 点滴静注 1100mg/11mL

薬価基準収載

ユルトミリス _品名広告 _A4_ 枠付き _1C

2022年7月改訂

製造販売元［文献請求先及び問い合わせ先］

〒108-0023 東京都港区芝浦3丁目1番1号 田町ステーションタワーN
フリーダイアル：0120-577-657 
受付時間：9：00～18：00（土、日、祝日及び当社休業日を除く）







※効能・効果、用法・用量、警告、禁忌を含む注意事項等情報等については、電子化された添付文書をご参照ください。
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販売元（コンファクトⓇF静注用・ノバクトⓇM静注用）
プロモーション提携（バイクロットⓇ配合静注用）

文献請求先及び問い合わせ先

製造販売元











藤森工業株式会社
〒112-0002 東京都文京区小石川１丁目１－１
文京ガーデンゲートタワー 22 階
URL：www.t-tas.info　E-mail：ttas-info@zacros.co.jp



血液凝固分析装置 ACL TOP ファミリー 50シリーズ

一般医療機器 特定保守管理医療機器 一般的名称：血液凝固分析装置

全てのACL TOPファミリーに同一システムを搭載し
幅広い検査室・検査プロセスに則したパフォーマンスを実現

製造販売業者
アイ・エル・ジャパン株式会社
〒108-0073 東京都港区三田一丁目3番30号
E-mail：info-japan@werfen.com Tel：03-5419-1301

販売名：ACL TOP 550 CTS ｼｰﾃｨｰｴｽ 販売名：ACL TOP 750 CTS ｼｰﾃｨｰｴｽ 販売名：ACL TOP 350 CTS ｼｰﾃｨｰｴｽ
製造販売届出番号:13B2X10481000021 製造販売届出番号:13B2X10481000019 製造販売届出番号:13B2X10481000020



採血管を差し込むだけ
専用採血管不要

多検体自動測定用 少検体用

赤血球沈降速度測定装置

（血沈/赤沈/ESR）
CUBEシリーズ

https://www.ds-medical.jp

赤血球沈降速度測定装置 CUBE30タッチ
医療機器届出番号：13Ｂ2X10440DSM006
一般医療機器（クラスⅠ）／特定保守管理医療機器

赤血球沈降速度測定装置 ミニCUBE
医療機器届出番号：13Ｂ2X10440DSM007
一般医療機器（クラスⅠ）／特定保守管理医療機器


